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」

　月
つき

は西
にし

より出
い

でて東
ひがし

を

照
て

らし、日
ひ

は東
ひがし

より出
い

で
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にし

を照
て

らす。仏
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法もま

たもってかくのごとし。

正
しょう

像
ぞう

には西
にし

より東
ひがし

に向
む

か

い、末
まっぽう

法には東
ひがし

より西
にし

に

往
ゆ

く。
　　（御書新版６１０ページ・御書全集５０８ページ）

　月は西から出て東を照ら
し、日は東から出て西を照ら
す。仏法もまた、この通りで
ある。正法ならびに像法時代
には、仏法は西（インド）か
ら東（日本）へ伝わり、末法
においては、東から西へと流
布していくのである。

世界中の同志とともに前進！

　こんにちは！　サンです！　今月も楽しみながら
御書を学んでいこう♪
　今回学ぶ「顕

けんぶつ
仏未

み
来
らい
記
き
」は、１２７３年（文永

１０年）閏
うるう
５月、日蓮大聖人が佐渡の一

いちのさわ
谷で著

あらわ
され

ました。「顕仏未来記」とは、「仏の未来記を顕
あらわ
す」

と読み、「未来を予
よ
見
けん
して、記した仏の言葉を実現

する」という意味です。
　本抄では、釈尊の仏法が「月」に、大聖人の仏法
が「太陽」に例えられています。「月は西より出でて」
との表現は、一説には、月が一日の最初に見える位
置が毎日西から東へ移動することを指しているとさ
れます。その月の動きと同じように、釈尊の仏法が
西のインドから東の中国、そして日本へと伝わりま
した。対して釈尊滅

めつ
後
ご
の末法では、東から昇る太陽

と同じように、大聖人の仏法が東の日本から西へと
広がっていくのです。
　この大聖人の未来記を実現してきたのが、創価三
代の師弟なんだ。今、創価学会は、世界１９２カ国・

地域に広がっているよね。世界中で、勝利の実証の
花が開いているよ。
　あるシンガポールのメンバーは、中学生の頃、勉
強が嫌いで、不良仲間と遊び、荒

あ
れた生活を送って

いた。しかし、母親の強い祈りと、男子部の先輩の
励ましによって、〝こんな自分も誰かの役に立てるか
もしれない〟と、少しずつ生活を改めるようになった。
　中学卒業後、専門学校へ。池田先生とトインビー
博士の対談集『２１世紀への対話』に感動し、お二
人の対話の舞台であるイギリスへの留学を志

こころざ
したの。

努力を重ねた彼は、就職後に会社からの支援でイギ
リスの大学院への留学を勝ち取り、夢をかなえたん
だ。
　池田先生は語られています。「信心の力

ちから
、題目の力

は無限です。人間が、だれでももっている『希望の力』
を無限大に拡大し、増

ぞうふく
幅する力が、題目にはあるの

です」
　私たちも世界中の同志とともに、だれもが幸福に
なれるこの信心で、夢に向かって前進しよう！


